
文

心

仰

視

原

道

端

札

記

文
之
為
徳
地
大
夫

冒
頭
、
こ
の
一
句
を
掲
げ
て
、
文
の
徳
を
た
▲
へ
た
の
で
あ
る
。

「
史
」
は
文
事
、
即
ち
文
学
を
い
ひ
、
「
穂
」
は
功
徳
、
効
能
の
意
。

序
志
精
に
「
唯
文
葦
之
用
、
実
権
典
故
条
、
正
札
賢
之
以
成
、
六
典
的

之
致
用
、
智
に
所
以
餌
換
、
租
国
所
以
昭
明
」
と
い
へ
る
も
の
が
、
こ

の
「
文
の
徳
」
の
主
た
る
内
容
で
あ
ら
う
。
礼
記
、
申
相
打
に
「
鬼
和

之
為
縛
、
共
盛
炎
乎
」
と
あ
る
が
.
珪
和
の
こ
の
句
は
、
成
ひ
は
そ
れ

と
関
係
が
あ
ら
う
。

輿
天
地
並
生
者
何
故

「
文
」
が
天
地
と
と
も
に
並
び
生
ぜ
る
も
の
な
る
こ
と
を
認
め
、
そ

の
上
に
文
つ
て
の
設
問
で
あ
る
。
「
与
天
地
並
生
」
と
は
、
天
地
が
生

す
る
と
と
も
に
、
文
も
亦
生
じ
た
と
い
ふ
烹
味
で
ぁ
っ
て
、
下
文
の

「
人
文
之
元
、
獅
日
大
粗
」
と
相
呼
応
す
る
。
.
骨
、
随
機
の
文
机
に

「
被
租
放
ヰ
玉
藻
、
票
中
頂
之
有
訳
、
同
党
栴
之
岡
窮
、
与
天
地
乎
並

骨
」
と
あ
る
。
そ
の
恵
は
つ
競
る
と
こ
ろ
、
丈
骨
の
妙
句
は
こ
の
世

に
充
満
し
く
を
り
、
叉
無
窮
に
生
肯
す
る
、
・
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。

粧
機
の
こ
の
輩
へ
方
捻
、
そ
れ
自
身
胡
だ
性
悪
す
べ
き
も
の
で
ぁ
る

六
・

が
、
・
こ
・
で
は
特
に
.
「
与
天
地
乎
並
育
」
を
問
題
と
し
た
い
.
。
・
と
い
ふ

の
は
」
文
茸
の
妙
句
が
「
天
地
と
並
肯
す
る
」
と
い
ふ
言
ひ
方
は
、
文
章

が
、
天
地
と
同
一
の
気
乃
至
は
道
に
、
根
ざ
す
、
と
す
る
考
へ
方
を
暗

示
し
て
を
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
・
陸
機
は
そ
れ
ほ
ど
理
論
的
な
考
へ

を
以
て
こ
の
句
を
使
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
或
ひ
は
、
た
ゞ
↓
無
窮
」
・

と
い
ふ
こ
と
を
誇
棍
的
に
衣
現
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
が
し
か
し
、

群
へ
誇
張
的
表
現
に
し
て
も
1
そ
の
奥
底
に
は
、
文
章
と
天
地
と
の
つ

な
が
り
を
噌
示
し
て
を
る
こ
と
は
到
底
否
め
な
い
で
あ
ら
う
。
彦
和
の

「
与
天
地
並
生
」
の
考
へ
方
は
、
恐
ら
く
随
機
の
右
の
音
に
芥
づ
い

て
、
一
層
理
論
的
に
組
み
立
て
た
も
の
で
あ
ら
う
。

夫
玄
黄
色
雑
、
…
此
弄
遺
文
也

こ
の
節
か
ら
「
有
心
之
器
、
共
無
文
政
」
ま
で
は
、
上
文
「
…
伺
哉
」

に
対
す
る
答
で
あ
る
4
こ
の
〓
岬
は
、
天
地
割
判
と
と
も
に
、
天
に
も

島
ヤ

地
に
も
「
文
」
の
生
ぜ
し
こ
と
な
い
ふ
。
「
日
月
燵
堕
、
以
重
圧
天
之

象
」
.
は
天
の
文
を
い
ひ
、
「
山
川
換
締
、
以
哺
理
地
之
形
」
は
地
の
文

を
い
ふ
。
而
し
て
と
の
二
つ
を
承
け
て
「
此
茶
道
之
文
也
」
・
と
結
ぶ
の

ヽ

　

ヽ

で
あ
る
。
こ
の
「
丈
」
は
文
彩
即
す
リ
あ
や
の
意
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て

ー1-



・
上
文
の
「
県
璧
」
　
「
炒
紡
」
を
滞
す
。
・
天
文
・
地
せ
∵
人
文
の
こ
と
は

既
に
周
易
に
見
顛
る
が
、
か
く
「
軽
璧
」
　
「
換
紡
」
の
如
き
美
的
感
覚

に
諒
へ
る
点
か
ら
、
天
の
文
・
地
の
文
を
捕
へ
て
を
る
所
が
、
彦
和
の

論
の
特
色
で
あ
っ
で
、
そ
こ
に
六
朝
人
と
し
て
の
面
目
躍
如
た
る
も
の

が
あ
え
。
、
唐
人
に
も
、
文
を
玲
す
る
に
際
し
て
、
天
文
、
地
文
、
人
文

を
言
ふ
も
の
が
あ
る
け
れ
ぜ
も
り
そ
の
着
眼
点
は
、
.
殆
ぜ
皆
、
彦
和
と

ヽ

異
や
て
を
る
。
例
へ
ば
、
李
釦
は
「
省
力
星
辰
経
乎
天
、
・
天
之
文
也
、

一
L
川
「l
山
川
草
木
拝
乎
地
、
地
之
文
也
L
h
転
説
)
と
・
い
一
つ
て
ゐ
て
∵
莞
遍
旨

_
Pは
彦
卿
と
は
ゞ
同
上
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
捕
へ
祈
は
た
ゞ
形
象
・
条

絆
恥
k
ピ
.
1
.
ト
　
車

耳
に
止
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
彦
郡
の
言
と
比
較
し
て
見
れ
ば
、
甚
だ
興

味
深
い
で
あ
ら
り
・
。
次
に
「
麓
天
之
象
」
も
周
易
に
本
づ
け
る
も
の
で
あ

カ
‥
.
而
し
セ
を
の
茸
注
に
は
.
「
腰
獅
著
也
」
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
彦
和

・
の
こ
の
用
法
は
㍉
共
も
七
「
著
し
の
意
に
従
へ
る
も
の
.
か
ど
う
か
疑
問

で
あ
っ
て
、
成
ひ
は
直
に
、
美
駕
の
恩
の
意
に
用
ひ
た
か
、
或
ひ
は
少

○

く
と
も
、
美
麗
の
意
を
も
兼
ね
さ
せ
て
な
る
の
で
あ
ら
う
。
「
荘
地
之

形
」
と
対
さ
せ
七
.
な
る
肝
か
ら
㍉
し
か
推
測
さ
れ
る
。

↓
遺
之
文
」
と
は
、
遺
草
の
も
の
が
表
は
れ
で
史
と
な
っ
た
と
い
ふ

意
味
で
あ
っ
て
∵
道
が
、
そ
れ
し
一
.
.
は
別
物
の
、
文
と
い
ふ
格
を
借
り
た

と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
つ
費
り
、
道
と
文
と
は
二
に
し
て
二
一
に

し
て
二
、
わ
れ
!
1
の
届
先
で
怒
験
す
る
点
か
ら
い
へ
ば
文
で
あ
っ

て
、
思
考
作
用
で
そ
の
卒
翠
を
認
識
す
る
点
か
ら
い
へ
ば
遺
な
の
で
あ

る
。
清
、
銭
大
略
は
「
道
之
顕
者
謂
之
文
」
　
(
昧
経
電
類
稿
序
)
と
い

っ
て
生
り
が
、
そ
の
「
追
」
及
び
「
文
」
の
柏
倉
は
姑
く
間
は
す
・
そ

の
道
と
文
と
の
関
係
に
つ
い
七
の
考
へ
方
の
み
を
取
れ
ば
、
こ
の
「
道

之
l
文
」
の
注
釈
と
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
.
さ
て
、
彦
和
の
こ
・
庭
心

へ
る
「
道
」
は
、
「
玄
黄
色
雛
、
方
国
橿
分
」
の
作
用
に
l
も
、
「
日
用

畦
璧
」
　
「
山
川
換
綺
」
の
作
用
に
も
通
じ
て
を
る
肝
の
元
気
乃
至
は
理

法
と
も
い
ふ
べ
き
自
然
の
道
で
あ
っ
て
、
決
し
て
か
の
道
徳
的
秩
序

と
か
、
人
倫
の
規
嘘
と
か
の
、
当
然
の
遺
で
は
な
い
。
か
う
い
ふ
概
念

の
道
を
以
て
r
道
之
文
也
」
と
断
定
し
た
わ
け
は
、
そ
れ
が
道
の
文
で

あ
る
が
故
に
、
決
し
て
外
か
ら
つ
け
加
へ
た
ぁ
キ
で
は
な
い
と
い
ふ
こ

と
を
明
か
に
せ
ん
と
し
瀧
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
下
女
で
、
・
動
物

植
物
の
文
が
外
か
ら
の
飾
で
は
な
く
、
自
然
の
も
の
で
あ
薫
と
明
言

せ
る
こ
と
か
ら
推
し
七
l
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
又
へ
′
さ
う
い
ふ
意
味
で
の

「
道
之
文
也
」
を
ヰ
・
に
赴
し
挺
の
は
、
下
女
で
諭
せ
る
人
文
も
亦
戯

る
七
と
老
暗
示
せ
ん
が
為
で
も
あ
っ
た
の
で
透
る
㍗

・
天
地
閲
の
元
気
乃
至
は
理
法
を
「
道
」
と
す
る
、
こ
の
彦
和
の
考
へ
方

は
、
殆
ど
老
荘
に
於
け
る
道
の
考
へ
方
と
相
近
い
。
し
か
し
、
老
荘
者

ヽ

　

ヽ

は
、
あ
や
と
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
.
だ
明
言
し
て
は
わ
な
い
の
で

あ
る
㍗
荘
子
大
蒜
師
符
に
、
万
物
が
道
に
匿
っ
て
生
化
す
る
こ
と
を
述

・
べ
た
一
節
が
あ
っ
て
そ
こ
に
道
の
生
化
せ
る
も
の
を
例
示
も
て
を
る

が
、
そ
れ
は
、
和
名
人
名
が
併
せ
て
十
一
と
、
そ
れ
に
維
斗
、
日
月
の

天
象
と
せ
あ
る
。
明
か
鞍
、
姦
子
の
こ
の
説
き
方
の
系
統
に
属
す
る
と

忠
は
れ
る
も
の
に
、
韓
非
子
解
老
結
、
澹
南
子
原
遺
訓
の
説
が
あ
っ

て
、天
得
之
以
絹
、
地
得
之
は
接
、
椎
斗
得
之
は
成
井
成
、
日
月
m
之
は

・-・2　--



慎
其
光
、
五
箇
得
之
以
営
革
位
、
列
属
得
之
以
璃
寒
行
、
凹
時
得
之

.
出
御
異
変
先
、
・
軒
柁
柑
之
以
抱
囲
方
、
赤
松
得
之
以
与
天
地
銃
、
盤

人
相
之
以
成
文
輩
(
解
老
)

出
は
之
高
、
脚
以
之
靴
、
掴
以
之
走
、
鳥
以
之
飛
、
日
月
以
之
明
、

.
再
應
以
之
行
、
鱗
以
之
酔
、
軋
以
之
翔
(
原
遺
訓
)

と
見
え
る
。
右
の
如
く
、
.
荘
子
、
韓
非
子
、
漉
相
子
、
何
れ
も
万
物
が

生
化
し
活
動
す
る
の
は
道
に
因
る
こ
と
を
説
か
ん
と
し
て
柏
々
の
例

を
挙
げ
て
は
た
る
が
、
朱
だ
、
も
の
の
あ
や
に
迄
は
及
ん
で
ゐ
な
い
。

殊
に
和
非
子
に
は
、
右
に
引
け
る
文
の
上
に
於
て
「
遺
骨
万
物
之
所
然

也
、
万
和
之
肝
糟
也
、
郡
者
成
物
之
文
也
.
遺
著
万
物
之
所
以
成
也
」

と
い
っ
て
ゐ
て
一
道
万
難
の
思
思
が
明
瞭
に
現
は
れ
て
を
り
、
雨
も

「
瓔
者
成
物
之
文
也
」
・
L
ま
で
い
っ
て
ゐ
る
か
ら
・
を
の
思
想
は
彦
卿

t
や

の
文
の
忠
恕
と
非
常
に
近
い
が
、
し
か
し
そ
の
「
文
」
は
甚
だ
広
武
で

あ
っ
て
、
砧
免
、
現
象
を
椚
ふ
も
の
ら
し
く
、
正
和
の
指
示
せ
る
が
如
き

「
母
璽
」
　
「
換
綺
」
の
獄
な
訳
識
し
て
お
る
も
の
で
は
な
い
。
叉
、
嘉

に
引
け
る
印
非
子
の
「
聖
人
銅
之
以
成
文
章
」
も
、
埋
諭
の
上
か
ら
政

務
和
の
忠
餌
と
一
致
す
る
か
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
「
女
帝
」
と

は
、
旧
拝
に
従
へ
ば
礼
楽
刑
政
を
指
す
こ
と
に
な
る
か
ら
、
珪
和
の

「
文
」
と
は
企
間
で
な
い
。
か
う
琴
へ
て
く
れ
ば
、
珪
和
の
「
遺
」
の

概
念
は
、
.
益
鈷
老
荘
流
の
這
万
理
の
思
頼
詑
承
け
た
も
の
で
あ
ら
う

が
、
特
に
「
文
」
I
か
控
げ
れ
亡
に
い
へ
ば
「
冥
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ

の
「
道
」
と
の
関
係
を
論
じ
な
の
は
、
恐
ら
く
務
和
が
=
層
初
で
あ
ら

㌣
而
し
て
彦
和
は
こ
の
考
へ
方
を
そ
の
文
学
論
の
銀
紙
と
し
て
な
る

の
で
あ
っ
て
そ
こ
に
そ
の
文
学
論
の
菌
も
注
意
す
べ
漣
特
色
が
透

る
0仰

拗
吐
雌
、
=
自
然
之
道
地

上
文
の
「
日
月
腿
撃
:
山
川
換
綺
…
」
は
天
象
地
形
の
生
成
せ
る
過

損
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
筆
を
進
め
た
も
の
と
思
ほ
れ
る
が
、
こ
の

「
仰
棚
吐
曜
、
傭
宿
倉
澤
」
は
既
に
生
成
せ
る
天
象
地
形
に
つ
い
て
い

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
・
で
も
「
叶
曜
」
.
「
合
筆
」
と
「
文
」
に
詔

服
し
て
述
べ
て
を
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
「
惟
人
参
之
」
の

「
参
」
は
、
中
庸
に
い
へ
る
「
可
以
与
天
地
参
空
の
参
で
ぁ
っ
て

天
地
と
並
ん
で
三
と
な
る
こ
と
を
い
ふ
。
天
地
と
並
ん
で
三
と
な
る
と

考
へ
た
が
故
に
、
下
に
「
三
才
」
の
語
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。
「
性
笠

肝
銅
」
と
は
、
人
は
天
地
の
性
芯
の
集
っ
て
生
せ
る
も
の
の
ま
で
あ
っ

て
、
つ
預
り
下
文
の
「
天
地
之
心
」
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
・
「
為
五
行
之

秀
」
と
は
、
万
物
皆
五
行
の
気
を
壇
け
て
生
す
る
が
、
そ
の
内
で
も
人

の
み
は
柏
に
五
行
の
秀
気
を
旗
け
た
も
の
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
ら
天

地
之
心
」
は
、
礼
記
礼
遇
筒
の
文
に
不
づ
い
た
も
の
で
軋
る
が
、
礼
選

の
王
柏
注
で
は
「
人
於
天
地
之
甑
、
如
五
蔵
之
有
心
夷
、
人
乃
生
之
最

真
、
非
心
五
梢
之
琅
聖
地
」
　
(
正
蟄
引
)
　
と
い
っ
て
、
心
を
心
臓
と
解

し
て
ゎ
為
。
柁
相
も
玉
轟
と
同
じ
く
、
心
臓
の
景
味
で
.
用
ひ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
、
た
ゞ
「
精
神
」
の
意
味
で
使
っ
た
の
か
、
明
か
で
な
い
・

が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
し
て
も
こ
の
句
の
意
味
は
通
ず
る
。
け
れ
ど
も
下

の
「
心
生
中
吾
北
」
と
の
関
係
を
考
へ
れ
ば
、
「
精
神
」
の
意
味
と
し



で
解
す
、
る
方
が
適
切
で
あ
ら
ケ
。
「
言
立
両
文
明
」
の
「
文
明
」
は
、
文

か
が

が
光
り
明
や
く
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
言
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
言
に

ム
リ
よ
〃

文
が
明
や
く
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
.
「
自
然
之
道
也
」
と
は
、
他
か
ら
さ
う

さ
せ
る
の
で
な
く
、
ひ
と
り
で
に
さ
う
な
る
道
理
だ
と
い
ふ
意
味
で
あ

る
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
諭
が
成
立
す
る
か
と
な
ら
ば
、
上
文
で
明
か
に

き
れ
密
通
り
、
天
象
に
も
地
形
に
も
文
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

天
地
の
性
霞
の
錨
る
所
で
あ
り
、
天
地
の
心
で
あ
る
所
の
人
に
、
文
の

あ
る
の
は
自
然
の
な
り
ゆ
き
だ
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ

の
論
法
は
、
「
天
地
に
は
文
が
あ
る
」
と
い
ふ
事
実
と
、
「
人
は
天
地
の

心
せ
計
る
」
と
.
い
ふ
理
論
と
堅
剛
接
と
し
て
そ
こ
か
ら
「
故
に
人
に

も
文
が
あ
る
」
と
い
ふ
結
論
を
ひ
き
出
し
て
を
る
の
で
ぁ
る
が
、
彦
加

の
体
心
は
、
先
づ
・
人
に
文
の
あ
る
こ
と
を
現
賢
の
事
実
と
し
て
認
め

て
.
そ
の
上
で
、
そ
の
原
理
を
天
地
に
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

彦
郡
の
、
こ
の
論
法
か
ら
推
せ
ば
、
彼
は
、
人
の
文
も
亦
「
遺
之
変
」

で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
乃
ち
、
天
象
、
地
形
の
文

は
「
遺
之
文
」
で
あ
り
、
人
は
「
天
地
之
心
」
で
あ
る
。
故
に
人
の
文

も
亦
「
道
之
文
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ほ
、
「
仰
親
叱
他
、
腑
察

合
掌
、
高
卑
定
位
、
故
間
伐
既
生
尖
…
」
の
遠
ご
で
は
、
意
味
の
上
か

ら
も
句
法
の
上
か
ら
も
、
甚
だ
落
ち
つ
か
な
い
。
恐
ら
く
、
も
と
、

「
高
卑
定
位
」
の
上
か
下
か
に
、
も
う
一
句
あ
っ
て
　
「
仰
租
吐
曜
」

以
下
四
句
で
一
聯
を
成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
、
「
故
両
横

既
生
臭
」
は
下
へ
つ
け
て
託
む
べ
き
で
あ
る
。

傍
及
万
品
、
勒
粗
皆
文
、
…
有
心
之
器
、
其
無
文
欺

上
文
で
は
「
天
象
・
地
形
に
文
が
あ
る
。
人
は
天
地
の
心
だ
。
故
に

人
に
も
文
が
あ
る
」
と
い
ふ
論
法
で
あ
っ
津
が
、
こ
い
で
は
「
無
識
の

物
す
ら
文
を
も
つ
。
況
や
有
心
の
人
に
於
て
を
や
」
と
い
ふ
論
法
で
あ

る
。
こ
▲
の
論
法
が
成
立
す
る
に
は
、
無
識
の
物
も
有
心
.
の
人
も
斉
し

く
五
行
の
気
旦
回
肯
て
生
ぜ
る
こ
と
、
人
は
特
に
五
行
の
秀
腐
生
呉
け

て
を
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
ゐ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
・
「
寵
鳳
舵
豹
の
文
は
外
か
ら
加
へ
た
飾
で
は
な
く
て
自
然
の
も

の
だ
」
と
す
る
、
彦
和
の
こ
の
説
は
、
必
ず
し
も
彼
独
自
の
も
の
で
は

な
い
。
氾
文
潤
、
文
心
配
龍
注
に
「
孫
智
濁
蕊
云
、
萄
志
賽
歩
伝
、
或

謂
{
必
口
、
足
下
欲
日
比
於
巣
許
四
階
、
何
故
揚
文
謀
、
見
珪
頴
乎
、
芯

谷
口
、
供
文
不
能
尽
言
、
言
不
能
尺
意
、
何
文
藻
之
有
揚
乎
、
天
庇
生

而
文
柄
・
風
生
面
五
色
、
畳
以
五
来
日
飾
栞
哉
・
天
性
自
然
也
、
姦
河

洛
由
文
典
、
六
経
由
支
柱
、
君
子
鋸
文
征
、
釆
藻
其
何
似
、
彦
料
語
意

本
此
」
と
い
つ
て
を
る
。
恐
ら
く
、
孫
説
の
如
く
、
彦
和
は
素
志
の
言

に
本
づ
い
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
こ
ゝ
に
注
意
す
べ
き
は
、
秦
蕗

の
言
は
「
だ
か
ら
文
浜
が
必
衰
だ
」
と
い
ふ
趣
旨
で
あ
る
の
に
対
し

て
彦
籾
の
雷
は
「
だ
か
ら
不
自
然
な
文
藻
は
不
必
要
だ
」
と
い
ぶ
含

み
を
も
っ
て
を
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
と
の
「
文
は
自
然
な
も
の
で

あ
る
」
と
い
ふ
考
は
、
彼
の
「
遺
」
の
概
念
と
直
接
関
係
し
て
を
る
の

で
あ
っ
て
　
そ
の
文
学
論
の
基
調
を
な
し
て
を
る
。
「
形
立
則
茸
成

案
、
声
発
則
文
生
英
」
と
は
、
筍
く
も
形
の
成
立
す
る
所
、
声
の
発
生

之
や

す
る
所
、
す
べ
て
文
章
が
あ
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
が
、
窪
和
は
叉
、



脊
紆
笛
で
「
自
天
地
以
降
、
毘
入
声
挽
」
と
い
つ
て
を
る
か
ら
、
彼
此

£
ヤ

併
せ
て
拙
れ
ば
「
す
べ
て
の
物
免
に
は
文
箱
が
あ
る
」
と
い
ふ
の
が
珪

和
の
湾
へ
で
む
つ
た
と
知
ら
れ
よ
う
。
か
」
る
巧
へ
方
は
、
睦
機
の

説
へ
m
引
)
　
と
通
じ
て
あ
て
、
雨
も
睦
機
よ
り
も
】
里
】
舷
的
附
鞘
的

な
も
の
・
に
推
し
広
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
わ
。

さ
て
、
.
す
べ
て
の
物
兜
に
文
邦
が
ぁ
り
、
す
べ
て
の
物
免
は
「
声
」

か
「
貌
」
か
の
何
れ
か
に
屈
す
る
と
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
物
数
の
文

を
、
「
四
の
文
」
と
「
形
の
文
」
と
に
二
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
し
て
、
そ
の
外
に
、
「
窮
心
の
器
し
た
る
人
の
も
つ
「
人
の
文
」
が

あ
る
。
か
く
て
「
声
の
文
」
　
「
形
の
文
」
　
「
人
の
文
」
の
三
つ
で
、
天

地
r
!
日
の
文
は
つ
く
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
両
も
こ
の
三
つ
は
、
斉
し
く

「
道
之
丈
」
な
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
辞
に
よ
っ
て
珪
和
は
、
「
天
の
文
」
　
「
地
の
文
」
と

の
冊
係
に
於
で
、
叉
「
声
の
文
」
　
「
形
の
文
」
と
の
関
係
に
於
七
、

「
人
の
文
」
の
「
天
地
と
弛
生
す
る
肝
以
」
を
脱
か
う
と
し
た
の
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
情
釆
m
に
か
て
、
文
の
抑
難
に
形
文
、
声

文
、
情
文
(
人
の
文
と
、
.
ほ
ゞ
同
㍍
)
の
三
あ
る
こ
と
を
い
ひ
、
そ
れ

ら
の
発
生
す
る
の
は
「
和
理
之
数
旭
」
と
い
へ
る
の
も
、
こ
の
日
の
説

と
同
校
の
考
へ
か
ら
い
た
も
の
で
あ
る
。

人
文
之
元
、
醗
日
大
相
、
=
・
推
貼
P
之
、
亦
和
則
面
」

こ
の
節
か
ら
「
写
天
地
之
揮
光
、
腑
生
川
上
廿
日
一
出
己
魚
で
の
l
段

は
、
人
文
の
酪
連
を
論
じ
て
な
る
の
で
お
笛
が
、
こ
の
紺
で
は
先
づ
文

字
の
発
明
以
前
の
、
人
文
の
端
緒
に
つ
い
て
論
じ
、
・
そ
れ
は
「
神
明
」

「
神
理
」
に
亦
づ
く
も
の
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
く
を
る
。

「
人
文
」
の
語
は
周
易
飴
卦
衆
伝
に
本
づ
い
カ
の
で
あ
ら
う
が
、
家

伝
三
拝
で
は
「
人
之
文
」
と
い
ひ
か
へ
て
ゐ
る
の
み
で
、
そ
の
内
容
受

用
か
忙
し
で
ゐ
な
い
。
珪
和
の
用
法
は
、
前
段
末
の
「
有
心
之
拾
、
其

無
文
欺
」
を
承
け
光
の
で
あ
る
か
ら
、
語
形
の
上
で
は
、
王
注
の
蘭
き

摸
然
た
る
計
時
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
明
か
に
文
章
(
文
学
)
　
を
指

し
て
わ
る
。
そ
の
こ
と
は
以
下
の
論
調
か
ら
逆
に
推
定
さ
れ
る
。
「
人

ヽ

　

ヽ

　

　

　

ヽ

　

ヽ

文
之
元
」
の
「
元
」
は
、
人
文
の
由
っ
て
生
ず
る
も
と
と
か
根
源
と
か

_

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

と
い
ふ
㍍
味
で
あ
っ
て
人
文
の
最
初
の
も
の
と
い
ふ
意
味
で
は
な

い
。
元
来
「
元
」
は
「
克
之
始
也
」
　
(
易
九
家
注
)
　
と
解
せ
ら
れ
る
如

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

t

く
、
ま
だ
只
休
的
な
形
敦
を
と
る
に
至
ら
ぬ
も
と
の
も
の
を
意
味
す
る

の
で
あ
る
。
「
大
根
」
は
、
恐
ら
く
「
遺
」
を
発
生
的
に
考
へ
た
場
合

の
呼
び
名
で
あ
ら
う
。
易
綽
托
鮮
度
各
氏
注
に
「
気
象
未
分
之
時
、
天

地
之
肝
始
也
」
と
あ
り
、
習
、
顧
巣
は
「
大
様
老
害
謂
混
沌
時
櫨
昧
未

分
」
(
韓
日
紀
相
伝
)
　
と
い
つ
て
を
る
が
、
珪
和
も
ほ
ど
こ
の
や
う
な
意

味
で
用
ひ
た
も
の
と
思
ふ
。
か
く
て
「
人
一
文
之
元
、
窮
自
太
極
」
と

は
、
人
文
は
そ
の
損
預
が
道
の
起
源
に
辿
っ
て
ゐ
て
、
茜
だ
悠
遠
で
あ

り
、
且
つ
自
然
の
も
の
で
あ
る
.
、
と
い
ほ
ん
と
し
た
の
だ
と
解
せ
ら
れ

る
。
「
出
発
」
と
は
粗
く
究
め
て
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
∴
説
卦
伝
注
)

「
和
明
」
と
は
「
追
」
を
、
そ
の
作
用
の
神
妙
若
明
な
る
方
面
か
ら
か

く
杓
ん
だ
の
で
わ
ら
ケ
。
こ
の
「
神
明
」
に
は
「
人
文
之
元
」
も
含
ま

れ
て
㌣
み
の
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
和
明
㌣
聖
人
が
幽
恕
す
る
こ
と
に
ょ

5



つ
て
、
宅
.
づ
易
句
ボ
作
ら
れ
た
し
.
い
ふ
の
で
告
ス
っ
「
者
象
L
ト
は
嘩
酢

伝
下
に
「
易
者
象
也
L
L
.
.
あ
る
通
り
、
卦
は
万
象
を
写
せ
る
も
の
た
る
が

故
に
易
の
こ
と
を
か
く
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
も
つ
と
つ
き
つ
め
て
い
へ

ば
八
卦
の
こ
せ
で
あ
る
。
以
上
の
「
人
文
之
元
…
易
象
惟
薗
」
は
、
繋

那
伝
上
の
「
易
宥
太
極
、
養
生
両
儀
、
両
横
生
国
象
、
閥
教
生
八
卦
」
、

及
び
誠
卦
伝
の
「
甘
薯
聖
人
之
作
易
也
、
幽
究
於
和
明
血
空
曹
、
参
天

両
地
耐
倦
数
、
拗
変
於
陰
陽
而
立
卦
」
を
背
敦
と
せ
る
説
で
あ
る
。
さ

て
こ
の
易
象
は
蹄
接
の
訂
す
る
所
で
あ
る
か
ら
「
侮
犠
欝
其
始
」
と
説

明
し
、
そ
の
始
に
対
し
て
、
そ
の
柊
は
仲
兄
に
よ
っ
て
完
う
さ
れ
た
が

故
に
「
仲
花
梨
其
終
」
と
つ
ゞ
け
兜
の
で
あ
る
。
も
と
!
1
彦
和
は
こ
・

で
、
′
文
字
以
前
の
人
文
の
端
緒
を
述
べ
る
つ
も
り
で
ぁ
つ
た
か
と
思
は

れ
る
の
に
、
文
字
以
後
の
十
巣
の
こ
と
に
ま
で
言
及
し
た
の
は
、
恐
ら

く
「
言
之
文
也
、
天
地
之
心
哉
」
と
早
7
、
い
ひ
た
か
っ
た
が
為
で
ぁ
ら

う
。
十
こ
.
ろ
で
、
「
膏
告
華
環
柚
之
心
故
」
と
は
、
孔
子
が
乾
坤
の

同
位
に
の
み
特
に
「
文
言
」
　
(
文
あ
る
言
)
と
い
ふ
伝
を
作
っ
た
こ
と

ヽ

　

　

ヽ

に
よ
っ
て
、
言
の
文
あ
る
の
は
ま
こ
と
に
天
地
(
乾
坤
)
の
心
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
、
と
い
ふ
烹
味
か
と
思
ふ
。
彦
和
の
、
宰
富
を
ば
、
文
あ

る
言
の
烹
味
に
解
し
た
こ
と
、
及
び
文
言
伝
の
性
質
に
つ
い
て
の
見
解

は
、
氾
氏
注
引
黄
氏
説
に
蘭
摘
せ
る
如
く
、
荘
氏
の
鋭
「
文
謂
文
飾
、

以
乾
坤
棒
大
、
故
特
文
飾
以
為
文
言
」
　
(
周
易
j
E
端
引
)
と
関
係
が
あ

ら
う
?
が
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
以
て
天
地
の
心
に
結
び
つ
け
た
の

は
、
彦
和
独
自
の
意
見
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
。
こ
の
意
見
は
、
彦
卿
の

主
楯
的
解
釈
を
天
地
に
投
入
し
て
、
を
れ
を
披
自
ら
反
語
し
て
ゐ
る
と

い
ふ
や
う
た
形
の
も
の
で
あ
る
が
、
か
ゝ
る
意
見
を
述
べ
た
の
は
、
人

文
が
道
に
茶
づ
く
こ
と
を
尿
覆
し
て
主
唱
し
た
か
つ
密
為
で
あ
ら
う
。

な
は
、
こ
ゝ
に
「
天
地
之
心
」
と
い
ひ
、
上
段
で
も
亦
「
天
地
之
心
」

と
い
っ
て
な
る
の
を
見
る
と
」
彦
和
は
、
天
地
に
意
思
あ
ゎ
と
す
る
考

へ
方
、
即
ち
道
を
布
目
的
的
の
も
の
と
す
る
考
へ
方
、
を
も
つ
て
ゐ
た

か
と
思
は
れ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
彦
郡
の
「
道
」
は
前
述
の
如
き
老

荘
的
な
面
と
、
こ
・
に
述
べ
た
る
が
如
き
儒
家
的
な
両
と
、
を
併
せ
も

て
る
も
の
で
あ
る
と
謂
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
一
画
老
荘
的
、
「
河

儒
家
的
な
考
へ
を
も
つ
こ
と
は
、
六
朝
人
に
往
々
見
ら
れ
る
断
で
あ
っ

て
、
何
も
彦
和
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
必
ず
L
l
も
彼
等
が

両
刀
づ
か
ひ
な
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
く
て
、
恐
ら
く
そ
の
心
中
に
は
こ

の
両
面
が
融
合
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。

若
廼
河
国
学
乎
八
卦
、
…
亦
神
理
耐
巳

ヽ
ヽ

「
河
図
事
乎
八
卦
」
は
、
上
節
に
い
へ
る
「
庖
横
井
其
始
」
の
も
と
と

な
れ
る
も
の
に
つ
い
て
い
ふ
。
モ
れ
に
よ
っ
て
八
卦
を
老
い
意
思
味
を

も
た
せ
た
の
は
庖
接
の
智
慧
で
ぁ
っ
て
、
そ
の
智
慧
を
介
し
な
い
う
ち

は
ま
だ
八
卦
と
は
名
づ
け
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
「
争
」
と
い
っ
た
の
で

あ
る
。
河
図
・
洛
欝
の
こ
と
は
先
づ
繋
酎
伝
上
に
見
え
る
が
、
彦
細
の

こ
の
辺
の
諭
の
立
て
方
は
、
恐
ら
ぐ
漢
書
五
有
志
に
引
け
る
劉
灘
の
説

盗
日
栄
と
し
兜
も
の
で
あ
ら
う
。
「
玉
版
金
銀
」
云
々
の
二
句
は
、
河

図
・
洛
書
以
外
の
図
諒
を
指
し
て
い
っ
た
も
の
ら
し
い
(
彦
和
は
緯
雷

を
認
め
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
図
琵
捺
認
め
で
ゐ
密
や
う
で
あ
る
。
そ

6・-



や
こ
と
蘭
正
緯
欝
に
見
ゆ
)
。
乙
、
に
「
丹
文
」
な
盈
冒
用
ひ
で
を

る
が
、
肇
の
「
文
」
は
厳
税
な
る
意
味
で
の
文
字
で
は
な
く
、
.
文
字
級

の
も
の
と
い
ふ
、
あ
ほ
ま
か
な
正
味
に
班
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
「
神
現

前
已
」
は
「
・
上
文
の
「
天
地
之
心
成
し
と
呼
応
し
.
て
河
囲
以
下
も
亦

相
即
の
耶
現
な
る
て
.
と
な
い
ふ
。
「
朴
巴
は
.
湖
節
の
「
和
明
」
上
.
と

も
に
、
つ
預
り
は
↓
道
」
の
こ
と
で
あ
る
。

「
人
文
兄
…
亦
和
則
両
已
」
は
、
文
字
以
前
の
文
、
つ
ま
り
、
人
文

の
船
路
、
に
つ
い
て
論
じ
た
の
で
ぁ
る
が
、
次
に
は
、
文
字
が
使
用
さ

れ
て
か
ら
の
文
、
即
や
人
文
の
耶
逮
∴
に
つ
い
て
論
す
る
こ
と
に
な

る。・
白
山
跡
化
繊
1
…
行
端
哩
「
=

項
担
・
栞
后
氏
・
摘
出
わ
各
時
代
に
、
そ
れ
,
ぐ
・
人
文
の
郡
珪
せ
し

こ
と
を
論
す
り
霊
、

l
・
「
悟
縄
文
彗
則
蛤
乎
始
櫨
」
は
、
㌫
ふ
轟
も
た
く
鈴
凧
…
容
伯
打
の

文
に
拠
れ
払
も
の
で
わ
笛
が
、
そ
の
「
文
中
」
の
積
は
、
論
判
…
で
は
、
l

机
山
元
∵
コ
斗
文
華
血
」
と
持
せ
ス
こ
∵
リ
に
、
・
文
物
制
度
の
茄
で
ぁ
る
の

に
刺
し
て
彦
州
の
こ
の
川
机
は
、
文
章
通
り
の
文
常
、
即
ち
文
学
の

経
と
解
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
つ
ぎ
に
田
王
く
る
「
元
首
賊
歌
」
と
「
益

接
触
描
」
と
は
、
川
周
時
代
の
文
萄
な
月
休
的
に
示
せ
る
も
の
と
見
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
い
で
、
冗
后
氏
の
時
に
は
「
九
歌
」
を
、
雨
間

で
は
「
舵
飢
」
「
郎
郡
」
「
川
帯
綱
川
」
を
あ
げ
て
、
以
て
人
文
堀
辻
の

あ
と
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
人
文
」
は
、
「
文
年
姉

柄
し
以
後
の
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
を
る
か
ら
、
彦
和
は
、
こ
れ
ら

す
べ
て
が
打
め
か
ら
文
字
で
記
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
と
見
て
ゐ
た
の
で
あ

ら
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
節
の
始
め
の
方
で
、
「
三
墳
」
に
つ
い
て

は
、
「
声
釆
班
追
」
と
か
た
づ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

至
大
子
細
聖
、
・
‥
牒
生
民
之
耳
目
央

こ
の
節
渦
、
孔
子
が
六
校
を
曾
化
し
て
人
文
を
一
層
冗
成
せ
し
こ
せ

た
論
す
る
。
孔
子
は
、
時
代
か
、
h
示
へ
ば
周
に
屈
す
る
か
ら
、
こ
の
節

も
↓
班
放
出
周
」
の
旬
の
支
配
を
受
け
る
も
の
と
し
て
解
さ
れ
ぬ
こ
と

も
な
い
が
、
し
か
し
ょ
く
文
脈
を
吟
味
し
て
み
れ
ば
、
共
は
T
唐
周
文

諏
」
か
ら
「
斧
茂
聖
‖
」
虻
で
を
紐
捕
せ
る
も
の
な
る
こ
漣
が
知
ら
れ

る
。
.
「
継
聖
」
の
「
聖
」
も
「
前
暫
」
の
「
暫
」
鴻
同
「
の
内
容
、
即
ち

斉
し
く
上
竹
の
㍍
棋
・
誕
后
氏
・
文
王
・
周
公
且
等
を
指
せ
る
も
の
と

見
た
い
。
さ
す
れ
ば
、
「
継
聖
」
は
苗
聖
人
を
系
統
的
に
考
へ
空
言
ひ

方
で
あ
り
、
「
納
骨
」
は
そ
れ
を
一
橋
し
て
考
へ
聖
呂
ひ
方
だ
と
い
ふ

こ
と
に
な
る
。
大
子
を
ば
「
独
秀
前
哲
」
と
い
へ
る
所
を
見
る
と
、
彦

和
は
、
押
腎
に
も
詣
雉
の
あ
る
こ
と
を
認
め
、
そ
し
て
孔
子
を
最
上
級

の
聖
肘
と
し
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
孔
子
尊
拘
㌫
念
の
何
加

に
相
か
つ
た
か
は
、
序
志
精
に
も
見
ら
れ
る
。
「
鉛
釣
六
綴
」
.
と
は
、

粂
沌
紛
紺
せ
る
清
純
の
H
か
ら
六
紙
を
と
り
出
し
て
そ
れ
ふ
＼
形
作
つ

牢
完
と
な
い
ふ
。
「
必
企
戸
耐
三
振
」
は
、
孟
子
万
事
下
の
文
に
拠
れ

る
こ
と
㌫
ふ
迄
も
た
い
が
、
こ
・
の
用
法
は
直
ち
に
そ
れ
を
「
典
大

・・-7-・



板
」
の
意
味
と
の
み
見
る
べ
き
で
な
く
、
一
応
字
面
通
り
の
意
味
に
解

す
べ
き
か
と
思
ふ
。
・
つ
ま
り
、
六
経
を
そ
れ
つ
ぐ
・
立
沢
な
も
の
に
し
た

と
い
ふ
こ
と
灯
な
ら
う
。
そ
も
て
そ
れ
は
主
と
し
て
文
章
に
つ
い
三
口

へ
一
る
も
の
・
這
た
い
。
彦
和
は
経
警
告
壷
と
し
宅
見
宅
ゐ
た
こ
と
膿

他
に
も
証
拠
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
う
.
い
ふ
傾
周
は
既
に
晋
の
個
玄

(
書
砂
仇
畢
・
御
璧
五
九
九
引
佃
子
)
や
蔦
洪
(
抱
朴
子
、
鈎
世
・
何

博
)
等
に
も
認
め
ら
れ
る
。
又
↓
他
人
に
つ
い
て
批
評
す
る
の
に
↓
金

声
甫
玉
振
」
　
「
金
声
」
　
「
三
振
」
　
「
金
相
玉
振
」
等
を
字
屈
通
り
に
使

っ
た
例
が
漢
書
児
童
伝
・
衛
扮
別
伝
(
世
観
賞
替
下
注
引
)
・
昭
明
へ

文
選
序
等
に
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
若
し
こ
ゝ
の
「
金
声
甫
玉
振
」
を

た
ゞ
典
大
成
の
意
に
解
し
た
の
で
は
、
「
必
」
の
字
が
浮
ぐ
。
六
圧
に

つ
い
て
「
鉛
的
」
の
語
を
用
ひ
で
を
る
か
ら
に
は
、
孔
子
が
、
そ
の
理

想
、
即
ち
自
ら
体
得
せ
る
遺
、
に
照
ら
し
て
古
聖
の
典
鞄
を
え
り
わ

け
た
と
.
彦
和
は
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
宗
在
籍
に
「
自
天
子
刑

述
」
耐
大
宝
成
蘭
」
と
い
.
へ
る
の
も
か
▲
る
考
へ
か
ら
で
あ
ら
う
。
ふ

く
見
て
亨
で
上
旬
の
「
独
秀
前
暫
し
の
意
味
も
よ
く
わ
か
る
の
で
あ

る
。
孔
子
は
自
ら
「
述
甫
不
作
」
・
と
い
つ
て
を
れ
ど
、
彦
和
か
ち
見
れ

ば
、
孔
子
は
六
経
の
全
支
住
着
と
い
ふ
こ
と
に
た
ら
う
。
「
剛
琢
惰
性
」

の
「
惰
性
」
は
御
質
(
五
八
五
)
引
の
「
性
情
L
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
。

耶
龍
の
一
書
、
本
性
、
性
質
の
意
に
は
「
健
楷
」
を
用
ひ
、
主
と
し
て

感
帽
を
い
ふ
に
は
「
相
性
」
計
二
川
ひ
て
、
二
語
を
区
別
し
て
な
る
。

「
組
織
」
は
練
り
泰
ふ
と
い
ふ
や
ぅ
な
、
可
な
り
重
い
意
味
を
も
つ
の

で
膿
な
か
ら
う
わ
。
椚
傾
、
広
絶
交
給
?
「
組
絨
仁
縫
、
琢
臍
道
徳
」

の
瀾
例
か
ら
、
溝
う
推
崩
さ
れ
る
。
・
「
離
合
」
は
原
義
の
「
憫
接
の

辞
」
で
は
な
く
、
転
義
の
「
文
辞
」
で
あ
る
。
ノ
「
離
球
性
情
、
組
紙
那

令
」
の
二
句
は
、
∴
東
経
笛
の
「
義
既
壌
乎
性
情
、
・
酎
亦
匠
於
文
理
」
と

閑
職
さ
せ
七
見
る
.
べ
き
で
あ
ら
う
。
「
木
鐸
起
而
千
旦
応
」
は
、
孔
子

の
生
前
そ
の
教
が
」
広
く
反
応
を
お
こ
せ
る
こ
と
を
い
ひ
、
「
席
珍
流

而
万
世
響
」
は
、
そ
の
教
が
永
く
影
響
せ
L
t
と
を
い
ふ
。

「
木
鐸
」
は
、
・
こ
・
で
は
孔
子
の
故
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
「
未
鐸

担
」
を
「
孔
子
の
天
下
周
流
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
「
担
」
の
う
ら
に

は
、
「
天
下
之
無
道
也
久
央
」
.
の
合
事
が
あ
る
と
見
た
い
。
、
「
席
珍
」

は
、
礼
記
儒
行
詰
の
「
儒
有
席
上
之
珍
以
待
脾
」
に
拠
っ
た
の
で
、
・
こ

ゝ
で
は
こ
の
二
字
で
「
儲
」
を
表
は
す
。
「
流
し
は
上
旬
の
「
担
」
と

対
す
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
鼓
か
ら
う
。
「
写
天
地
之
輝
光
」
と
は
、
孔

子
が
天
地
の
道
を
写
し
と
つ
て
六
経
を
形
成
し
た
、
と
い
ふ
意
味
で
あ

?
て
上
文
の
「
錮
鈎
六
経
」
の
こ
と
を
、
「
道
」
に
本
づ
け
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
句
は
、
上
節
の
「
言
之
文
也
、
天
・
地
之
心

哉
」
　
「
誰
其
ア
之
1
亦
神
理
而
巳
」
と
呼
応
す
る
4
か
く
‥
天
地
の
輝

光
を
写
し
た
も
の
が
「
人
文
」
　
(
六
経
)
な
の
で
ぁ
り
、
を
れ
に
ュ
つ

て
「
蹟
生
民
之
耳
目
」
が
、
下
段
に
小
へ
る
「
原
道
心
以
敷
章
、
…
」

で
あ
り
、
「
明
道
」
な
の
で
あ
る
。

こ
の
一
節
は
十
句
か
ら
成
っ
て
な
る
が
」
上
六
句
と
下
四
句
と
に
わ
け

て
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

変
濵
夙
姓
、
…
廼
道
之
文
也
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こ
れ
は
第
三
段
で
あ
っ
て
、
窮
二
段
に
於
で
、
人
文
(
文
章
)
の
発

達
に
づ
い
て
述
べ
た
か
ら
、
こ
の
堅
二
段
で
は
、
そ
の
人
文
の
択
鵜
は

「
遺
」
で
あ
.
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
。

′

「
茨
白
風
如
、
・
・
・
莱
三
溝
訓
」
の
間
句
は
、
い
は
ゞ
中
庸
の
位
置
に

立
ち
、
そ
れ
に
対
し
て
、
「
英
不
苅
心
以
敷
骨
、
…
彪
柄
舶
刊
」
の
ナ

句
は
、
い
は
ゞ
説
明
の
位
置
に
立
つ
。
而
し
て
、
そ
の
説
明
格
の
内
の

「
原
道
心
以
敗
輩
、
…
察
人
文
以
成
化
」
と
い
ふ
六
句
は
、
そ
の
構
成

が
、
上
二
句
「
頂
道
心
以
取
持
、
桝
抑
理
而
描
敢
」
の
内
界
を
、
下
川
句

「
取
政
乎
河
洛
、
間
数
乎
譲
れ
、
初
天
文
以
桶
変
、
察
人
文
以
成
化
」
で

幾
分
列
休
的
に
述
べ
る
や
う
に
な
っ
て
な
る
。
こ
の
「
敢
貌
乎
河
港
、

・
・
・
彷
人
文
以
成
化
」
の
囲
句
は
、
幣
調
伝
上
の
「
追
放
天
生
神
物
(
著

亀
を
い
ふ
)
、
聖
人
則
之
、
天
地
変
化
、
門
人
効
之
、
天
重
象
且
吉

凶
、
門
人
魚
之
、
河
田
同
格
出
持
、
職
人
則
之
」
と
、
珪
卦
衆
伝
の

「
初
乎
天
文
、
以
娯
時
変
.
初
乎
人
文
、
以
化
成
天
下
」
と
.
に
拠
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
「
省
人
文
」
の
「
人
文
」
は
、
上
文
「
人
文
之
元
」
の
「
人

文
」
と
、
を
の
内
容
を
舞
に
し
て
な
る
か
と
思
ふ
。
即
ち
、
上
文
の
は

文
部
(
文
学
)
の
悪
で
あ
る
の
に
、
こ
・
の
は
、
人
心
の
あ
り
か
た
と

か
、
社
会
の
い
と
な
み
と
か
、
と
い
ふ
悪
の
や
う
で
あ
る
。
こ
の
辺
、

成
句
の
利
用
に
抑
鼓
さ
れ
た
為
、
論
刑
の
明
瞭
七
欠
け
る
憾
み
が
あ

る
。
「
純
絹
区
リ
、
…
彪
柄
鋸
琅
」
の
囲
句
は
、
用
人
が
「
道
心
に
も

と
づ
き
」
　
「
抑
m
能
研
め
た
」
上
で
の
活
動
に
つ
い
で
述
べ
吾
も
の
、

更
に
い
へ
ば
、
用
人
の
休
糾
せ
る
品
の
腑
現
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
主
と
す
る
所
は
「
彪
柄
榊
敢
」
に
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の

下
に
「
故
知
遺
滑
空
以
重
文
、
…
‥
」
・
と
承
け
た
の
で
あ
る
。
「
遣
沿

顆
以
重
文
、
堅
固
文
面
明
道
」
の
二
句
は
、
道
と
聖
と
文
と
の
関
係
を

述
べ
先
の
で
、
上
の
句
は
道
の
側
か
ら
い
ひ
‥
下
の
句
は
聖
の
側
か
ら

い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
考
へ
方
は
、
三
用
の
周
易
略
例
の
「
意
以
象

尺
∵
免
以
言
著
」
か
ら
来
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
も
!
し
「
道
」

は
所
謂
「
無
之
称
也
」
.
六
璧
辞
上
注
)
で
あ
っ
て
道
そ
の
も
の
と
し

て
の
独
立
せ
る
形
象
は
あ
り
ら
べ
く
も
な
い
。
そ
こ
で
、
人
間
社
会
に

於
で
、
そ
れ
は
「
沿
里
」
、
・
つ
ま
り
聖
人
の
人
格
活
動
と
な
っ
て
衷
ほ

れ
る
の
で
あ
り
、
而
し
て
そ
の
聖
人
の
人
格
活
動
の
表
は
れ
が
、
邱
ち

「
文
」
　
(
人
文
)
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
、
聖
人
の
側
か
ら
い
へ

ば
、
「
文
」
と
い
ふ
や
り
方
に
ょ
つ
て
「
道
」
を
具
象
化
す
る
の
で
あ

る
4
こ
・
で
特
に
「
明
遺
」
の
語
鶉
に
注
意
し
た
い
。
こ
の
「
明
道
」

と
は
、
一
般
人
の
知
覚
し
得
ざ
る
抽
象
的
な
「
遺
」
を
、
具
象
的
な
る
も

t
〃
ヽ
一

の
と
し
て
光
り
明
や
か
す
こ
と
、
恰
も
日
月
を
掲
げ
て
燦
然
た
ら
し

め
る
や
う
に
す
る
、
し
し
い
ふ
烹
味
で
あ
る
。
.
上
文
「
写
天
地
之
輝
光
、

腱
生
民
之
耳
目
」
を
借
り
て
、
こ
の
「
明
遺
」
の
注
釈
に
充
て
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
後
世
の
苗
文
豪
の
内
に
は
好
ん
で
「
明
遺
」
を

い
ふ
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
概
ね
、
努
力
し
て
「
道
」
を
聞
明
な

ら
し
め
る
と
か
、
「
追
」
を
説
明
す
る
と
か
の
意
味
で
あ
っ
て
(
例
へ

ば
緯
槍
、
損
追
・
中
臣
論
。
柳
㌫
元
、
与
葦
中
立
論
師
遺
書
。
欧
陽

悟
、
キ
根
葬
才
輿
石
H
J
、
彦
和
の
こ
の
用
法
と
は
其
る
キ
う
で
あ

る
。
「
遺
桁
餌
以
重
文
云
々
」
の
二
旬
は
、
道
と
聖
と
文
と
の
関
係
を

述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
は
「
道
」
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
勇
通



庸
鮭
滞
、
訃
用
而
不
妊
」
は
、
本
筋
に
か
へ
づ
七
、
.
.
専
ら
「
道
」
に
つ

い
て
い
ふ
の
で
あ
る
。
「
酎
之
所
以
親
政
天
下
者
」
′
の
「
郡
」
、
は
、
こ

の
句
の
上
に
引
け
る
「
周
易
巨
、
醸
天
下
之
動
者
、
布
乎
離
」
の
「
野
」

む
く
り
か
へ
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
、
易
注
の
「
文
科
也
」

に
は
拘
ら
ず
に
、
聖
人
の
文
辞
と
い
ふ
意
味
・
で
用
ひ
た
の
で
あ
る
。

緒
末
の
「
逝
道
之
文
也
」
は
へ
籍
の
は
じ
め
に
出
挺
「
蓋
道
之
文
旭
」
と

呼
応
す
る
。
こ
の
句
で
結
ん
だ
わ
け
は
遠
大
の
文
辞
が
能
く
天
下
の
諸

活
動
を
鼓
舞
す
る
の
は
(
そ
れ
が
道
の
衷
は
れ
た
も
の
、
即
ち
自
然
の
文

だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
か
ゐ
形
式
的
技
巧
を
弄
せ
る
空
虚
な
文
の
決
し
て

で
き
る
乙
と
で
は
な
い
1
と
聡
く
主
張
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

さ
い
ふ
は
い
か
『
d
.

と
問
へ
は
.

票
が
秋
由
誠
の
叡
彗
　
　
　
・
や
三
と
・
の
み
.

余
、
虎
買
中
郎
料
を
永
ね
て
∵
敬
蹄
の
省
に
寓
か
り
直
せ
る
折
.

と
こ
そ
は
見
え
侍
か
。

と
そ
い
ら
へ
け
る
、
支
、
げ
に
こ
そ
と
↓
感
じ
入
り
ぬ
と
な
む
㌣

10・・・-

享

　

の

　

す

　

さ

　

び

如
票
既
葉
隠
や
将
改
畳
檻
餌
。
開
左
右
重

・
虎
賞
中
郎
省
。
応
在
何
処
。

有
人
笹
口
?

無
省
。

当
時
殊
作
冒
。
向
。
一

何
以
知
無
。

谷
口
。
.

・
活
指
振
興
斌
叙
日
●

玄
詐
嗟
称
芋
。

余
派
山
賀
中
郎
路
0
寓
配
敏
蛤
之
母
で

'
は

賢
者
蝉
阜
霧
管
ん
と
・

.

こ

は

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

∵

虎
賀
申
邱
の
省
は
、
い
づ
こ
に
設
け
な
む
0

と
左
右
に
間
ふ
に
.
な
に
が
し

省
は
ほ
ペ
ら
犯
を
。

.
‥
い
ら
ふ
。
損
ふ
し
、
い
た
く
や
‥
が
生
爪
㍗
招
じ
ね
。

団
長
焼
挿
再
宜
武
義
。
一
作
軍
菅

山
崩
裸
海
湖
。
魚
鳥
拒
何
依
。

人
間
之
日
。

卿
隠
茄
桓
乃
田
。
異
之
状
其
可
鬼
平
0

尉
日
?
鼻
如
広
某
良
風
。
限
如
懸
河
決
綴
。

或
日
声
如
霞
冒
故
山
。
涙
如
依
河
注
路
。

e
{
う

郎
長
駅
.
桓
宣
武
の
義
に
拝
で
け
る
折
、
詠
め
る
詩
に

わ

た

.

み

`

　

　

l

、

事

と

・

　

　

　

　

た

よ

山
崩
れ
摂
海
溺
れ
ぬ
、
魚
鳥
は
た
い
ず
く
に
依
り
な
む
○

の
句
あ
り
L
を
、
人
の

粛
み卿
、
租
の
b
l
L
に
心
よ
せ
一
な
五
こ
そ
か
く
は
詠
み
つ
れ
。
異
泣
け
も
さ
貫
そ

し
や
ら
る
る
。

恩
と
申
す
に
.

な

　

ま

な

こ

　

　

ほ

ど

ば

し

鼻
は
広
葉
の
長
風
虹
し
、
眼
は
厩
商
の
決
招
れ
る
が
如
く
に
こ
そ
は
。

し

ん

ノ

ノ

も

　

　

と

J

も

　

　

に

と
い
ら
へ
け
り
と
な
む
守
そ
は
、
胃
は
霞
胃
の
山
を
放
す
に
如
、
涙
は
河
こ
ぞ

り
て
海
に
注
ぐ
が
如
し
、
ぞ
と
い
ふ
も
あ
り
。

(
注
)
異
。
こ
こ
は
恒
温
の
苫
前
で
異
泣
し
た
さ
ま
を
い
ふ
の
で
あ
ら
.
う

‥
(
H
坐
)
`




